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「インフルエンザウイルス感染過程の解明とその応用」 

 

１．研究実施の概要 

研究のねらい 

インフルエンザウイルスに関しては、かなり以前から、すでにポスト・シークエンスの時代に入って

いる。インフルエンザウイルスを構成する個々の蛋白質についても、それらの合成、細胞内輸送、

そして構造や機能について、かなり詳細な知識が集積している。このような着実な基礎研究の進展

にもかかわらず、それが必ずしもウイルス病原性の根本的な理解や効果的な予防・治療方法につ

ながっていない。その理由は、インフルエンザウイルスの増殖過程の理解が不十分なためである。

そこで、ウイルス増殖に関わるウイルス側と宿主細胞側の遺伝子産物間のインターラクション、そし

てウイルス粒子形成過程の理解が重要であると考えた。 

構想 

本研究は、インフルエンザウイルスを中心に、ウイルス増殖に重要な宿主細胞遺伝子を体系的

に同定するとともに、ウイルス粒子形成に重要なウイルス構成物質間および宿主遺伝子産物とのイ

ンターラクションを解明し、得られた知見を基に、本ウイルスを基にした新規のワクチンベクターを

開発し、感染症制圧のための手段を準備することを目的とする。 

今後の見通し 

ウイルスが疾病を引き起こすメカニズムを理解するには、個体レベルでの研究が必要である。従

って、培養細胞におけるウイルス増殖に必要な細胞遺伝子が、実際に個体レベルでも必要で、ウ

イルスの病原性発現に重要であるか否かを検証することは重要な課題である。そこで、将来的には、

本研究で同定される遺伝子のノックアウト・マウスあるいは過剰発現マウスを作製し、インフルエン

ザウイルス感染に、それらがどのような感受性を示すかを調べることにより、当該遺伝子のインフル

エンザウイルス感染における役割を個体レベルで解明する予定である。 

２．研究実施体制 

ウイルス解析・開発グループ 
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② 研究項目 

・ ウイルス増殖に関与する宿主細胞遺伝子の網羅的同定法の確立とウイルスベクター開発

のための基礎技術の確立 

・ ウイルス増殖に必要な宿主遺伝子の同定とその役割解明 

・ ウイルス粒子形成におけるウイルスおよび宿主遺伝子産物間の相互作用の解明 

・ 半生インフルエンザワクチンと他の感染症のための半生ワクチンベクターの開発 

・ ウイルス増殖に必要な宿主細胞遺伝子同定法の確立 

 




